
　「今の若い人たちはしがらみに縛られたくないの
でしょ？口も手も出さない方が賢明」という声もよ
く聞きますが、果たしてそうなのでしょうか。子
育てには手がかかります。いくら「個」の時代とは
言え、父親・母親だけが全てを背負うのは大変で
す。それに、さまざまな人に愛された経験こそが、
人をつくるのではないでしょうか。
　これからの田舎に必要なのは、地縁・血縁だけ
によらないコミュニティーづくりなのではないか
な。そう、「心の親戚」というくらいの距離感で接
することができる関係が心地よい気がします。お
じさんおばさんになった気分で温かく、ちょっと
おせっかいしてみませんか。

　『子育てするなら三川町』のはずが、移住してき
たパパ・ママからは「ここは都会より子育てしにく
いかも…」という話も実は聞きます。自然もある、
食べ物も美味しい、でも…。
　その理由の一つは、田舎であればあるほど、従
来の子育て、つまり地縁・血縁に頼る子育てが当
たり前だからなのかもしれません。我が家も、お
じいちゃんおばあちゃんに大いに助けてもらって
いますし、ご近所の皆さんにも温かく見守っても
らっています。それは本当にありがたく、素晴ら
しく、田舎の子育ての醍

だ い ご み

醐味だと思っています。
でもそれはあくまでも、そこに地縁・血縁がある
場合のこと。3世代同居率が日本一の山形県でも、
そうではない家庭もたくさんあるんですよね。父
母・ひとり親だけで子育てしている世帯は、祖父
母パワーありきで語られている子育てと支援の現
状に、合わせざるを得ません。
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